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まちかどアルバムまちかどアルバム

あ
お
や
鳴
り
砂
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ

　
あ
お
や
鳴
り
砂
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ
が

青
谷
海
岸
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
晴
天

に
恵
ま
れ
、
ま
ず
は
全
員
で
海
岸
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。
地
引
き
網
体
験
で
は

ゆ
っ
く
り
網
を
引
き
、
取
れ
た
魚
を

観
察
用
の
い
け
す
に
入
れ
る
と
、
子
ど

も
た
ち
は
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
触
っ

た
り
、
捕
ま
え
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
跳
ば
し

選
手
権
で
は
、
思
う
よ
う
に
遠
く
へ
飛

ば
ず
苦
労
す
る
選
手
も
い
ま
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
を
と
お
し
て
、
参
加
者
は
青
谷

の
大
自
然
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

青
谷
町
青
谷
地
内
／
９
月
10
日
（
日
）

自
転
車
で
鳥
取
を
楽
し
む

　
各
地
の
名
所
や
特
産
品
を
楽
し
む

サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
第
２
回
鳥

取
す
ご
い
！
ラ
イ
ド
」
が
開
か
れ
、
約

５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
湖
山
池

オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク
を
発
着
点
に
ミ
ド
ル

（
１
０
０
㌔
）と
シ
ョ
ー
ト（
50
㌔
）の

２
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
鳥
取
砂
丘
や

吉
岡
温
泉
な
ど
の
名
所
を
そ
れ
ぞ
れ
の

ペ
ー
ス
で
巡
り
ま
し
た
。
途
中
の
休
憩

所
で
は
、二
十
世
紀
梨
や
ら
っ
き
ょ
う
、

鳥
取
牛
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者

は
、
鳥
取
の
自
然
や
食
、
地
元
の
人
と

の
交
流
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

鳥
取
市
内
・
岩
美
町
／
８
月
20
日
（
日
）

元
気
よ
く
ラ
ジ
オ
体
操

　
平
成
16
年
の
市
町
村
合
併
以
降
初
と

な
る
「
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん

な
の
体
操
会
」
が
市
営
美
保
球
場
で
行

わ
れ
、
１
０
７
４
人
の
市
民
が
参
加
し

ま
し
た
。
ま
ず
、
多た

ご胡
肇は

じ
めさ
ん
の
指
導

で
、
ま
だ
朝
起
き
て
間
も
な
い
体
を
ほ

ぐ
し
た
後
、
６
時
30
分
か
ら
ラ
ジ
オ
生

放
送
が
始
ま
る
と
、
幅は

ば

し
げ
み
さ
ん
の

生
ピ
ア
ノ
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
参
加
者

は
元
気
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
い
ま
し

た
。「
い
ち
・
に
・
さ
ん
・
し
・
・
・
」

会
場
に
は
、
参
加
者
全
員
の
元
気
な
掛

け
声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

吉
成
三
丁
目
地
内
／
８
月
20
日
（
日
）

お知らせ
コーナー 
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全
国
の
中
核
市
と
連
携

を
強
化

　
本
市
が
中
核
市
へ
移
行
す
る
と
、
同

時
に
移
行
す
る
５
市
を
加
え
、
そ
の
数

は
48
市
か
ら
54
市

と
な
り
ま
す
。
中

国
地
方
で
は
、
本

市
と
松
江
市
が
中

核
市
に
加
わ
る
予

定
で
す
。

　
全
国
の
中
核
市

で
は
、
活
力
あ
る

地
域
・
暮
ら
し
や

す
い
社
会
を
め
ざ

し
て
「
中
核
市
市

長
会
」を
組
織
し
、

東
京
に
事
務
所
を

置
い
て
い
ま
す
。

　
中
核
市
市
長
会

は
、
総
務
大
臣
な
ど
と
の
懇
談
会
や
経

済
同
友
会
と
の
意
見
交
換
会
、
中
核
市

を
会
場
と
す
る
中
核
市
サ
ミ
ッ
ト
な
ど

を
開
催
し
、
地
方
分
権
の
推
進
や
地
方

財
源
の
拡
充
を
求
め
る
な
ど
、
国
に
対

す
る
発
言
や
要
望
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
核
市
相
互
の
協
力
に
よ
る

災
害
応
援
や
、
中
核
市
同
士
で
の
人
事

交
流
な
ど
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

て
本
市
の
情
報
発
信
力
を
強
化
し
、
更

な
る
市
勢
の
発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。

政令指定都市と中核市の状況　　（平成29年 4月 1日現在）
地方 政令指定都市 中核市 平成30年 4月 1日

に中核市移行予定の市

東北・
関東地方 （省略） （省略） 福島

川口
（29）
（57）

大阪府・
兵庫県

大阪
神戸
堺

（269）
（153）
（83）

姫路
東大阪
西宮
尼崎
枚方
豊中
高槻

（53）
（50）
（48）
（45）
（40）
（39）
（35）

八尾
明石

（26）
（29）

中国地方 広島
岡山

（119）
（71）

倉敷
福山
下関
呉

（47）
（46）
（26）
（22）

鳥取
松江

（19）
（20）

全国 20 市 48 市 6 市

（注）市名の（　）内は人口（平成27年国勢調査人口（1万人未満
切り捨て））を表記。

ふ
る
さ
と
国
府
を
盛
り
上
げ
よ
う

　
国
府
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
小
中
合
同
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
行

わ
れ
、
国
府
中
学
生
４
人
と
小
学
生
12

人（
宮
ノ
下
７
人
・
国
府
東
５
人
）が

参
加
し
ま
し
た
。
小
中
学
生
混
合
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、「
国
府
地
域
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
自
分
た
ち
が
で
き
る

こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
話
し
合
い
と
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
自
然
環
境
を
生
か

し
た
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
観
光
用
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
手
作
り
す
る
な
ど
、
子
ど

も
な
ら
で
は
の
柔
軟
な
発
想
に
、
訪
れ

た
地
域
の
人
も
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

国
府
町
庁
地
内
／
８
月
21
日
（
月
）

親
子
で
楽
し
く
ダ
ン
ス
♪

　「
る
り
ゆ
ー
る
」
の
淺あ

さ
み見
さ
ん
と

三み
む
ら村
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
幼
児
と
そ

の
保
護
者
に
よ
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

ケ
ア
」
が
河
原
地
区
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
親
子
で
音
楽
に

合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
た
り
、
大
人
が

上
下
に
動
か
す
布
の
上
や
下
を
、
子
ど

も
た
ち
が
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
リ

ズ
ム
よ
く
走
り
ま
し
た
。
新
聞
を
ビ
リ

ビ
リ
に
破
っ
た
り
し
て
普
段
で
き
な

い
体
験
も
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
も
笑
顔
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

河
原
町
長
瀬
地
内
／
９
月
７
日
（
木
）

防
災
訓
練
　
町
民
真
剣
に
参
加

　
９
月
10
日
は
「
鳥
取
市
防
災
の
日
」

で
す
。
佐
治
小
学
校
を
第
２
会
場
と
し

て
、
今
年
の
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
当
日
は
１
６
１
名
が
参

加
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
も
と

に
、
訓
練
は
ま
ず
体
育
館
内
を
居
住
ス

ペ
ー
ス
と
通
路
に
分
け
る
こ
と
か
ら
始

め
、
そ
の
後
、
心
肺
蘇
生
、
応
急
処
置
、

特
設
公
衆
電
話
な
ど
８
つ
の
コ
ー
ナ
ー

を
体
験
、
見
学
し
ま
し
た
。
近
年
地
震

や
災
害
が
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
真
剣
に
訓
練
を
す
る
参
加
者
の

姿
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

佐
治
町
福
園
地
内
／
９
月
10
日
（
日
）


